
京
都
。長
岡
京
跡
田

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
草
田

。
鶏
冠
井
町
西
金
村

・
鶏

冠
井
町
小
深
田

・
鶏
冠
井
町
山
科

・
鶏
冠
井
町
十
相

。
上

植
野
町
南
淀
井

調
査
期
間
　
　
左
京
二
条
二
坊
六
町
　
一
九
八
五
年
（昭
６０
蛍

一
月
、　
左

一昼

一条
三
坊

一
町

。
南

一
条

三
坊

四

町
　
一
九
八
六
年

九
月
ｉ

一
一
月
、
左
京
二
条
二
坊
十
五
町
　
一
九
八
六
年

一
〇
月
ｉ

一
二
月
、
左
京
二
条
二
坊
五
町

・
東
二
坊
坊
間

小
路

。
二
条
第
二
小
路
交
差
点
　
一
九
八
六
年

一
二
月
、

左
京
南

一
条
二
坊
十
四
町
　
一
九
八
六
年

一
二
月
１

一
九

八
七
年

一
月
、
左
京
四
条
二
坊
十

一
町
　
一
九
八
七
年
二

月
ｉ
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
国
下
多
美
樹

・
渡
辺
　
博

・
山
中
　
章

・
松
崎
俊
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
戎
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
八
世
紀
末

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
六
年
度
に
長
岡
京
跡
で
木
簡
が
出
上
し
た
調
査
は
計
八
件
で
、
左
京

七
件
、
右
京

一
件
で
あ
る
。
左
京
は
向
日
市
域
の
第

一
五
九
次

。
一
六
二
次

・

一
六
三
次

。
一
六
六
次

。
一
七
〇
次

（以
上
は
向
日
市
教
育
委
員
△〇

。
一
五

一
次

（①
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
京
都
市
域
の

一
一ハ
四
次

（②
京

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
）、　
右
京
は
長
岡
京
市
域
の
第
二
三
九
次

（働
長
岡
京
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
の
各
調
査
で
あ
る
。

本
稿
で
は
向
日
市
教
育
委
員
会
が
担
当
し
た
五
調
査
に
、
昨
年
度
整
理
未
了

で
あ

っ
た
一
調
査
を
加
え
て
報
告
す
る
。

一　
左
京
二
条
二
坊
六
町

（左
京
第
八
五
六
六
次
立
会
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｓ
）

本
調
査
は
、
水
路
改
修
に
伴
う
立
会
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
地
は
左
京
二
条
二
坊
六
町
の
南
西
隅
に
相
当
し
、
六
町
西
辺
の
南
北
濤
Ｓ

Ｄ
五
二
〇
二
、
東
二
坊
第

一
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇

一
を
検
出
し
た
。
溝
Ｓ

Ｄ
五
二
〇
二
は
、
幅

一
・
七
五
ｍ
、
深
さ
○

。
四
二
ｍ
を
測
り
、
長
さ
一
・
一

五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
木
簡
約
四
四
〇
点
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
僅
か
二
∬
余

(京都西南部)
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り
の
溝
中
よ
り
出
土
し
た
。
延
暦
七
年

（七
八
八
）
ぞ
同

一
一
年

（七
九
一α

の

紀
年
木
簡
を
含
む
。
伴
出
遺
物
に
は
、
土
師
器

・
須
恵
器
の
上
器
類
、
人
形

・

墨
描
き
の
蔦
形

。
曲
物
等
の
木
製
品
、
刀
子
が
あ
り
、
墨
書
土
器
も
少
数
出
土

し
て
い
る
。

溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二

。
五
二
〇

一
は
、
既
に
一
九
八
〇
年
の
立
会
調
査
に
よ
っ

て
今
回
検
出
部
分
の
南
側
を
検
出
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
二
か
ら
は
や
は
り

大
量
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
内
容
は
、
地
子
米
荷
札
、
官
人
の
検
収
署
名

札
が
主
要
な
も
の
で
、
他
に
造
営
関
係
の
木
簡
を
含
む
。

左
京
二
条
二
坊
六
町
は
、
こ
れ
ま
で
に
七
回
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今

回
は
南
西
隅
ま
で
太
政
官
厨
家
関
係
の
遺
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
証

し
た
調
査
で
あ

っ
た
。

一
一　
左
京
二
条
三
坊

一
町

・
南

一
条
三
坊
四
町

（左
京
第
一
五
九
次
調
査
７
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
２
地
区
）

調
査
地
は
南

一
条
大
路
と
東
三
坊
第

一
小
路
の
交
差
点
を
含
む
左
京
二
条
三

坊

一
町

（北
東
隅
）
お
よ
び
南

一
条
三
坊
四
町

（南
東
隅
）
に
相
当
す
る
。
条
坊

に
関
連
す
る
遺
構
と
し
て
、
南

一
条
大
路
南
北
両
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
九
二
二

。
Ｓ

Ｄ

一
五
九
〇
五
、
東
三
坊
第

一
小
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
九

一
五
を
検
出
し
た
。

ま
た
、
二
条
三
坊

一
町
の
宅
地
内
に
お
い
て
、
溝
二
条
、
柵
列

一
条
、
掘
立
柱

建
物

一
棟
、
井
戸

一
基
、
南

一
条
三
坊
四
町
に
お
い
て
溝
三
条
、
井
戸

一
基
を

そ
れ
ぞ
れ
検
出
し
た
。
南

一
条
大
路
は
路
面
幅
二
三

・
四
ｍ
を
測
り
大
路
級
の

道
路
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
二
条
三
坊

一
町
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で

「車
持
氏
」
の
宅
地
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
南

一
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
九
二
二
お
よ
び
同
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五

九
〇
五
よ
り
各

一
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
断
簡
で
あ
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、

瓦
、
木
製
品
、
各
種
の
上
器
類
等
が
あ
る
が
量
的
に
は
少
な
い
。
墨
書
土
器
は

お
も
に
南

一
条
三
坊
四
町
域
か
ら
出
上
し
、
「
大
炊
」
「
炊
」
や

「難
波
津

の

歌
」
の
習
書
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る

「
□
（
波
」
等
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

〓
一　
左
京
二
条
二
坊
十
五
町
（左
掠
第
一
六
二
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｄ
ｌ
ｌ
地
区
）

調
査
地
は
、
標
高

一
二
ｍ
前
後
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
。
長
岡
京
で
は
、
左

京
二
条
二
坊
十
五
町
、
二
条
条
間
大
路
北
側
溝
と
東
二
坊
大
路
西
側
溝
の
交
差

点
に
相
当
す
る
。
調
査
の
結
果
検
出
し
た
長
岡
京
期
の
遺
構
に
は
、
東
西
溝
二

条
、
南
北
溝

一
条
、
し
が
ら
み

一
基
、
杭
列
五
基
等
が
あ
る
。
東
西
溝
二
条
は
、

二
条
条
間
大
路
北
側
溝
で
あ
り
、
前
期

。
後
期
で
つ
け
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
後
期
の
北
側
溝
の
規
模
は
、
最
大
幅
八
ｍ
前
後
、
深
さ
○

・
八

ｍ
を
測
る
。
長
岡
京
条
坊
側
活
の
う
ち
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
溝
が
検
出
さ
れ

た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

木
簡
は
、
東
二
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
二
〇

一
よ
り
一
点
、
後
期
の
二
条

条
間
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
二
〇
二
よ
り
四
点
、
前
期
北
側
溝
内
の
し
が
ら
み

状
杭
列
Ｓ
Ｘ

一
六
二
〇
八
よ
り

一
点
の
計
六
点
出
上
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
断
簡

で
あ
る
。
共
伴
遺
物
に
は
、　
コ③
」
の
文
字
刻
印
瓦
の
他
、
土
器
類
、
墨
書
人

面
上
器

。
土
馬

。
人
形
な
ど
の
祭
祀
遺
物
、
鉄
鏃

。
獣
骨
等
が
あ
る
。

本
調
査
地
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
四
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。



の
　
長
岡
京
直
前
の
自
然
河
川
を
利
用
し
て
護
岸
し
、
条
坊
側
溝
が
営
ま
れ

て
い
る
。

①
一　
条
坊
側
溝
が
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
。

働
一　
条
坊
側
溝
が
大
規
模
で
運
河
的
性
格
を
呈
し
て
い
る
。

⑪
　
後
期
北
側
溝
の
交
差
点
部
分
か
ら
、　
一
体
分
の
馬
骨
と
、
馬
骨
を
取
り

囲
む
よ
う
に
据
え
ら
れ
た
墨
書
人
面
上
器

・
土
馬

。
鉄
鏃
な
ど

一
括
し
た

祭
祀
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。

現
在
、
整
理
途
中
で
あ
る
た
め
詳
細
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
長
岡
京
の

条
坊
の
あ
り
方
、
祭
祀
に
つ
い
て
重
要
な
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
左
京
二
条
二
坊
五
町

。
東
二
坊
坊
間
小
路

・
二
条
第
二
小
路
交

差
点

（左
京
第

一
六
三
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
２
地
区
）

調
査
地
は
、
東
二
坊
坊
間
小
路
と
二
条
第
二
小
路
の
交
差
点
及
び
東
二
坊
坊

間
小
路
の
路
面
、
左
京
二
条
二
坊
五
町
の
東
辺
の
一
部
で
行

っ
た
。
そ
の
結
果

長
岡
京
関
係
で
は
両
小
路
の
西
側
溝
及
び
南
北
両
側
溝
を
検
出
し
た
。
木
簡
は

二
条
第
二
小
路
の
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
三
三
二
か
ら
七
点
出
上
し
た
。
同
溝
内
か

ら
は
、
他
に
土
器
類
で
は
土
師
器

。
須
恵
器
の
食
器
や
煮
沸
具
、
墨
書
人
面
土

器

・
土
馬
等
の
祭
祀
具
、

「
口
節
」
と
記
し
た
墨
書
土
器

（須
恵
器
杯
）、
木
製

品
で
は
、
曲
物

・
箸

。
杓
子

。
墨
描
き
の
あ
る
刀
形
等
が
出
土
し
て
い
る
。

本
調
査
地
は
、
五
百
余
点
の
木
簡
を
出
上
し
た
左
京
二
条
二
坊
六
町
―
推
定

太
政
官
厨
家
跡
―
の
南
東
隅
に
位
置
す
る
。
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
三
三
三
は
六
町
の
南

を
画
す
る
溝
で
あ
り
、
出
土
物
が
同
町
内
か
ら
投
棄
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

五
　
左
京
南

一
条
二
坊
十
四
町

（左
京
第

三
ハ
六
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｓ
Ｉ
６
地

区
）

調
査
地
は
、
標
高

一
三
ｍ
前
後
の
沖
積
地
に
位
置
す
る
。
調
査
は
、
道
路
改

良
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
、
南
北

一
ｍ
、
東
西
二
四
ｍ
の
調
査
区
を
設

け
主
に
条
坊
側
溝
の
検
出
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
検
出
し
た

遺
構
に
は
、
長
岡
京
期
の
南
北
溝

一
条
、
時
期
不
明
の
柱
穴
六
基
等
が
あ
る
。

木
簡
は
、
東
二
坊
第
二
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
六
〇
四
の
底
面
よ
り

一
点
出

上
し
た
。
同
溝
は
幅
○

。
九
ｍ
、
深
さ
○

。
三
ｉ
Ｏ

。
五
ｍ
を
測
る
。
共
伴
遺

物
に
は
、
土
師
器
の
杯

・
皿

・
椀
、
須
恵
器
の
杯
Ａ
、
木
製
品
の
箸
等
が
あ
る
。

エハ
　
左
京
四
条
二
坊
十

一
町

（左
京
第

一
七
〇
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｍ
Ｉ
）

本
調
査
地
は
、
長
岡
京
左
京
四
条
二
坊
十

一
町
の
北
西
部
と
東
二
坊
坊
間
小

路
に
相
当
す
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
で
検
出
し
た
長
岡
京
期
の
主
要
遺
構
は
、
前
期

・
後
期
の

二
時
期
に
分
か
れ
る
。
前
期
の
遺
構
と
し
て
は
、
二
間
×
三
間
の
東
西
棟
の
掘

立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
七
〇
三
二
と
、
建
物
よ
り
後
出
す
る
溝
群
を
検
出
し
た
。
溝

群
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
後
期
の
遺
構
と
し
て
は
、
東
二
坊
坊
間
小
路
の
側

溝
Ｓ
Ｄ

一
七
〇
二
〇
、
上
羨
Ｓ
Ｋ

一
七
〇
二

一
、
自
然
流
路
Ｓ
Ｄ

一
七
〇

一
九

を
検
出
し
た
。
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
〇
二
〇
か
ら
は
、
正
倉
院
に
も
例
を
見
な
い
宝

相
華
文
の
毛
彫
り
と
魚
々
子
を
配
し
た
金
銅
製
錬
子
と
、
獣
骨
が
出
土
し
た
。

土
羨
Ｓ
Ｋ

一
七
〇
二
一
か
ら
は
横
櫛
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
町
内
の
自
然
流
路
Ｓ
Ｄ

一
七
〇

一
九
よ
り
曲
物
、
鉄
鏃
等
と
共
に
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(71  (61

削
層
二
点
が
出
土
し
た
。

ま
た
い
包
含
層
よ
り

「龍
」
と
記
載
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
二
条
二
坊
六
町

六
町
西
辺
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
工
０
二

〔造
，
〕　
　
　
　
　
　
　
〔院
力
〕

「国
内
所
回
□
…
…
回
回
瓦
□

②

　

「間
食
弐
升
□
人
一一人
料
十
三
日
清
成
」

(31

譲

酢
配
□
回

一
耳

五
回

毛
　
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（種
Ｙ
や聟
い
ｏ驚

〔啓
と

０
　
。
「
少
進
国

15)

，

〔弐
ヵ
〕

。
「
　
　
□
□
飯
参
辞
□
ｘ

ｘ
□
三
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

功
日

『
十
支
』

訥
趙
伴
乃福
き

「
七
月
八
日
福
主
」

（協
＋
枷じ
ｘ
（ｅ
×
命
）

０解

や
ミ
”
×
や
中
Ｘ
Ｏ
　
Ｏ
μ
μ
　
キ

（８
）
×
（ｅ
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Ｘ
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×
μ岸
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Ｘ
ヽ
　
Ｏ
μ牌

卜８
ｘ
６
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ド

寓
μ

七
月
十
七
日
福

ｘ

「
七
月
十
八
日
福
主
」

〔日
ヵ
〕

。
「
七
月
十
日
回
　
福
主
」

・
ョ

為

為

為

回
』

」

「
八
月
十
七
日
福
□

ｘ
十
二
日
収

福
主
　
八
月
十
日
収
ｘ

名
伊
与
国
九
月
四
日
猪
万
呂

。
「
　
　
　
　
　
　
『猪
万
呂
』

〔
マ　ヵ一〕

lle ⑫  t, ①⑭
　
。
ｘ
□
郡
綱
丁
□
□
□
□

①tO

６
μ▼

Ｇ
∀

や
～

寓
一

ド
ド
Ｏ

Ｘ

μ
Φ

Ｘ
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Ｏ
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早
　

張

μ
μ
⇔
×
�
Ｏ
Ｘ
や
　
Ｏ
μ
ド

・×廿．酌
叱
『熱
酔
酢
酔
Ч

名
越
前
国
少
郷
戸
主
秦
豊
足
　
」

名
十
年
四
月
二
日

『福
万
呂
』
」

名
＜
美
作
国
苫
田
郡
能
鶏
ｘ

名
＜
　
　
　
　
　
　
『□
回
□
』

命
じ

ｘ
∞
ｘ
卜

含
⇔
じ

ｘ
∩
ｅ

ｘ
ヽ

（
】
∞
卜
）
Ｘ
μ
⇔
Ｘ
や
　
Ｏ
μ
Φ
　
エ

含
ｅ
ｘ
台
ゆ）
ｘ
や
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騨
Φ
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Ｘ

μ
Φ
×
�
　
Φ
”
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含
料
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ｘ
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ｘ
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ｏ
毬
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＝
∞
Ｏ
　
　
Ｗ
Ｘ
Ｏ
”
×
Ｈ
⇔
Ｈ

「
＞
甲
十
１
業
甲
亘
留
〓
望
辞
士
科
軍
陰
躍
晟
輿
国
今
轡
＞
」

「
＞
甲
煙
コ
辛
甲
亘
督
〓
Ｗ
亘
砂
て
望
彫
騨
麟
躍
膨
輿
国
今
鸞
＞
」

常
ｏ
要
奪
∀
ｅ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
□
□
□
＞
士

７
〕

一
＋
〕

み
姻
鋼
↓
ィ

∞８

輩
［
養
¨
大
雲
）
　

「十
１
業
甲
Ｖ
迪
劃
躍
田
紹
国
ウ
￥
＞

斜
Φ
Φ導
∞益
ｗい
　

　

「　
　
　
　
　
　
　
　
て
立
□
　
　
＞
；

「十
１
￥
甲
懸
￥
□
□
田
割
国
謗
￥
＞
」
。

ｘ
８
ｏ
め
益
¨
大
詈
）
　

　

×
辛
甲
彫
￥
呈
躍
日
早
国
謗
￥
＞
」

φ雷

η
い
ぶ
Ｈ大
留
）
　

　

×
□
＊
甲
普
騨
躍
田
ユ
国
謗
￥
＞

ｘ

琶

ヾ
益

賀

∞
即
引

　

　

　

「
　

　

　

　

　

　

　

日

団

暫

一
＋

七

「ｔ
Ｉ
＊
早
宅
翌
帝
て
三
懸
止
翌
考

ａ
ｗ入
∞ｙ
ｇ
）　
　
　
　
　
　
　
Ｔ　
日ヽ′□
租
刑
掴
狙
γ
曼
豆
」．

□
□
□
□
解
陛
□
」
・

７

ぎ
〕

日
Ｙ
ビ
＋
ウ
γ
十
１
業
甲
□
□
」
。

ロ
ロ
望
影
臣
日
躍
陛
喜
国
単
輿
；

６い
Ｏ　
　Ｗ
Ｘ
Ｏ̈
Ｘ
（い
〇
淵）
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∞
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×

Φ
Ｈ
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［
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出

＝
Ｈ
Ｏ
　
　
Ｗ

×

ヾ
出
Ｘ

⇔
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出
出
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Ｘ

Ｗ
【
×

Ｗ
∞

＊
　
　
＝
∞
〇
　
　
∞

Ｘ

（
［
出
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×

ヽ
ト

＊
　
　
出
引
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『

Ｘ

Ｗ
＝
×

６
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Ｈ
Ｈ
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¨

Ｘ

∞
Ｈ
Ｘ

い
∞

Ｈ
い
〇
　
　
［

Ｘ

∞
∞

Ｘ

（
∞
Φ
引
）

Ｈ
淵
〇

　

い

Ｘ

い
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Ｗ
出
Ｘ

ヽ
い

日
Ｉ
＋
Ｙ
団
寺
＋
」

×
多
躍
蝠
￥
国
単
印
」

「
　
　
　
　
　
　
日
＋
ビ
図
ウ
＋
　
　
　
」

「十
１
辛
冒
〓
哲
￥
酸
￥
躍
銀
￥
国
単
印
」

「　
　
　
　
　
　
　
日
升
ビ
団
十
１
」

「
冒
〓
斉
勁
難
叩
￥
躍
衝
￥
国
単
型
」

「十
１
辛
躍
黙
覆
国
単
型
」

「十
１
￥
甲
□
□
」

〔甲
凸
７
解
宝
〕

「十
１
辛
甲
爆
笙
」

（
占
▲
）

「十
１
＊
甲
解
宝
」

（
▲
▲
）

「十
１
辛
甲
耀
γ
」

（
と
と
）

コ
日

日

一　

　

□
」

「十
１
辛
緯
ウ
生
￥
」

十
１
最
業
製
躍
□
×
」

Ｔ

晟
〕

「
業
甲
￥
望
躍
田
尋
」

分
ワ
れ
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「＜
伊
与
国
越
智
郡
朝
倉
村
物

マ
家
公
戸
白
米
伍
斗
＜
」

μ
『
岸
Ｘ
］
Ｐ
×
∞
　
　
〇
∞
解
　
　
＊

〔村
≧

「＜
伊
与
国
越
智
郡
旦
倉
□

ｘ
　

　

　

　

　

（こ

大
じ

溢

ｏ毬

「＜
伊
与
国
越
智
郡
鴨
郷
地
子
白
米
五
斗
＜
七
∞援
μ貿
釦
ｏ曽

士

「＜
伊
与
国
温
泉
郡
橘
子
郷
秦
□
冨
白
米
伍
斗
＜
」
Ｐ
『
］
×
囀
μ
×
卜
　
　
〇
∞
騨

「
伊

与

国

和

気

郡

姫

原

郷

矢

田

マ

ロ

主

暴

白

米

五

斗

」

μ
『
ω
×
μ
Φ
・
枷
×
］
　
〇
釦
μ

「
＜

伊

与

国

野

間

郡

□

□

〔酌

剛

ビ

□

広

□

白

米

伍

斗

＜

」

〕
〇
『
Ｘ
μ
Φ
×
〇
　
　
〇
∞
μ

「＜
讃
岐
国
三
野
郡
余
戸
郷
地
子
伍
斗
自
＜
」
露
溢
貿
∞
目

＊

「＜
讃
岐
国
三
野
郡
余
戸
郷
白
米
五
斗
＜
　
　
（轟
∀
Ｐマ
］
Φ解

「＜
讃
岐
国
三
野
郡
大
野
郷
白
米
五
×
　

　

（悪
ｙ
Ｐ受
ω

〔野
ヵ
Ｘ
本
山
ヵ
Ｘ
留
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〕

「＜
讃
岐
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□
郡
□
□
郷
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人
白
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五
×
＜
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×
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讃
岐
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野
郡
高
野
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岐
国
三
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郷
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名
＜
伊
与
国
伊
与
郡
石
田
郷
白
米
五
斗

名
＜
　
　
葛
木
高
□

名
伊
与
国
伊
与
郡
日
国
地
子
米
五
斗

ｏ
「
　

　

　

里

万

呂

名
伊
与
国
伊
与
郡
岡
田
郷
白
米
五
斗
」

。
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『
成
　
人
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」

「伊
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国
桑
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郡
津
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谷
郷
地
子
米
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「＜
賀
茂
郡
破
塩
二
斗

七
年
料

名
速
水
尾
張
公
吉
戸
白
米
五
斗
」

〔七
ヵ
〕

名
□
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
」

「大
友
石
苦
白
米
五
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五
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⑩
　
・
×
戸
主
白
香
週
□
□
戸
白
米
五
斗
」

。　
延
暦
九
年
八
月

一
日
　
　
　
　
」

①
　
　
「＜
二
斗
五
弁
」

一
一　
左
京
二
条
三
坊

一
町
。
南

一
条
三
坊
四
町

南

一
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
五
九
二
エ

ω
　
。
□
□
□
□
□
□
口

〔七
ヵ
〕

・
□
月
十

一
日
□
□
□

〓
一　
左
京
二
条
二
坊
十
五
町

東
二
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
六
三
〇

一

ω
　
・
コ
日
―Ｉ
Ш
　
　
米
五
斗
三
升

ｏ
「
　
　
　
　
　
　
　
　
□

工
条
条
問
大
路
北
側
薄
Ｓ
Ｄ

一
六
二
〇
エ
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ヵ
〕
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□
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×
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④
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塩
染
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霊
∀
岸貿
∞
ｏむ

⑤

□
□
同
十‐
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｊ
大
も
益

ｏ驚

し
が
ら
み
状
杭
列
Ｓ
Ｘ
一
六
二
〇
八

（∞）
×
（μ∞Φ）
×
∞
　
〇∞
Ｈ

②
は
請
飯
文
書
、
①
④
は
物
品
付
札
、
ω
は
荷
札
と
思
わ
れ
る
。
残
存
状
態

が
悪
く
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
鬼
頭
清
明
氏
の
御
好
意
で
赤
外
線
テ
レ
ビ

に
よ
っ
て
釈
文
を
確
認
し
た
。

四
　
左
京
二
条
二
坊
五
町

。
東
二
坊
坊
間
小
路

。
二
条
第
二
小
路
交
差
点

工
条
第
二
小
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
三
三
二

ω

「
木
工
助
高
篠
連
□
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□
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□

□
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汁

鵜

漸

□
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回

」
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ｅ

Ｘ

寓
μ

ω
も
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

『続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
三
月

丙
午
条
に

「
木
工
助
外
従
五
位
下
高
篠
連
廣
浪
」
が
み
え
る
。
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斗
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②
豊
宗
氏
は
、
左
京
二
条
二
坊
三
町

の
溝
Ｓ
Ｄ
八
〇

一
八
〇

一
（左
京
第
八

〇
一
八
次
立
会
調
査
）
出
土
木
簡
に

「豊
宗
千
足
」
の
例
が
あ
る
。
今
回
は
名
前

の
部
分
の
墨
の
残
り
か
ら
推
測
し
て
別
人
と
思
わ
れ
る
。

五
　
左
京
南

一
条
二
坊
十
四
町

東
二
坊
第
二
小
路
東
側
薄
Ｓ
Ｄ
一
六
六
〇
四

①
　
．
「
一ハ
度
　
□
雑
物
染
島

〕

□
…
□
壱
基

〔帳

と
〔席
ヵ
〕

名
美
濃
国
濃
濃
濃
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（豪
∀
］マ
］
ｏ‘

六
度
は
六
波
羅
蜜
の
意
味
で
あ
る
の
で
、
仏
事
に
使
用
す
る
漆
櫃
や
九
帳
等

の
調
度
類
と
そ
の
個
数
を
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
表
の

「雑
物
」
の
上

の
文
字
は

「調
」
か

「
納
」
か
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
一異
は
習
書
で
あ
る

が
、
美
濃
国
席
田
郡
を
意
識
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

一ハ
　
左
京
四
条
二
坊
十

一
町

自
然
流
路
Ｓ
Ｄ
一
七
〇
一
九

松
崎
俊
郎

「
長
岡
京
跡
左
京
第

一
七
〇
次
発
掘
調
査
概
要
」

（
向
日
市
教
育
委

員
会

『向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
―
第
二
十

一
集
―
』

一
九
八
七
年
）

⌒
一
十
一
の
憐
”
』
韓

水
み
き
朴

担
当
中
”
｝
韓
樹

）

①

□
月
今
□

９
　
関
係
文
献

1986年出上の木簡

(2)

□
□
□

Ｏ
Φ
μ

北京極大路

一条大路

南一条大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

東
九条大路

四 A本 稿

掻 :奈尋奮里比き
地芦

東
三
坊
大
路

束
二
坊
大
路

東

一
坊
大
路

未
雀
大
路

西

一
坊
大
路

西
二
坊
大
路

西
三
坊
大
路

西
四
坊
大
路




